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概 要

本稿ではマーク･カード･リーダを用いた自動採点システムの試みについて報告する｡講義における教

育効果を上げる方策の一つとして受講生に対してテスト問題を課すことは､内容の理解を深めさせる上

で重要なことである｡しかしながら他方､テストの採点は教師にとって多大な時間と労力のかかる業務

の一つである｡従って､教師の労力を軽減するためにもマーク･カード･リーダによる自動採点システ

ムの提案を試みるものである｡自動化によって､次のようなメリットが期待できる｡(1)教師､学生の

双方にとって､より迅速な採点結果がでる｡(2)個人の成績やクラスの平均点が処理直後に速やかに分

かる｡(3)学力の向上がはかれる｡
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Abstruct

Inthispaper,WereporttheresultofanattemptoforganlZlnganautomaticgradingsystembyuse
●●

ofMarkCardReader.Itisimportanttoassignalotofpracticeproblemfortheclassroomstudentsas

oneoftheplanstodeepentheunderstandingoftextbook.Ontheotherhand,gradingofthepractice

problem,submittedbythestudents,isoneofthepalnStakingloadworkfortheinstructor･Therefore,
●

WeproposetheautomaticgradingsystembyuseofMarkCardReadertohelpreducingtheseload
●

work.Thefollowingadvantagescanbeexpected.(1)Thegradingresultcomesoutrapidlyforboth

theinstructorandstudents.(2)Theclassaveragemarkandindividualordercanbeknownrightafter

thetreatmentimmediatelly.(3)Theimprovementofthescholarshipcapbepromoted･
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ｌはじめに

MCR(マーク・カード・リーダ)による自動採点システムを試作する。講義における教育効果を上げ
る方策の一つとして受講生に対して演習問題を課し、レポート提出を行わしめることは、しばしば起こ

ることである。教育の効果を上げるためには、教師の受け取ったレポートは学生の興味の薄れない内に

すみやかに採点ざれ返却される必要がある。記憶が新鮮な内にこれらの演習問題についての教室におけ

る活発な質疑応答がおこなわれることによって、教育効果の向上が期待できる。しかし、他方では教師

にとって演習問題の採点は時間と労力のかかる業務の一つである。従ってこれを自動化し、これらの教

務事務を軽減することは種々の観点から有用なことである。自動化によって、次のようなメリットが期

待できる。

（イ）学生に数多くの演習問題を提供できる。

（口)教師、学生の双方にとって、より迅速な採点結果がでる。

（ハ）クラスの平均点や個人の成績順位が処理直後に分かる。

（二)学力の向上がはかれる。

（ホ)教師にとって、採点作業のための時間と労力が軽減される。

（へ)負担の軽くなった分、他の教育研究への余剰の力ができる。

２機器の構成

図１にマーク・カード・リーダやパーソナル・コンピュータを含めた自動採点装置の機器構成を示す。

下図のようにパーソナル・コンピュータ（ＰＣ－９８０１ＲＸ）とＭＣＲ（マーク・カード・リーダ、Ｓ

Ｒ－３０５Ｓ、ＳＥＫＯＮＩＫ製）をＲＳ－２３２Ｃによって接続する。このマーク・カード・リーダ

に使用するカードは学校用６２Ｃの５０欄のカードを用いた。

ボゼーソツきし騨溌どユータ

図１:機器の構成
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1）マーク・カード・リーダ（ＳＲ－ＳＯ５Ｓ）側の設定

まず、ＳＲ－３０５Ｓとパソコンを接続するための設定を行う。ＳＲ－３０５Ｓのロータ

リー・スイチディップスイチが次のような設定になっていることをチェックする。

a）データ通信速度（通信速度の単位はポーレート）

ＳＲ－３０５Ｓは出荷時は９６００ボーに設定されている（ロータリー・スイチ＝Ｅ)。

b）データ形式

ＲＳ－２３２Ｃの通信上でのデータ形式は次の４つがある。

ただし、（）内の表示は出荷時の設定である。

データピット長（７ビット)、パリティの有無（なし)、パリティの偶奇、ストップビッ
ト長（２ビット)、

（デイップスイチの状態、２＝ＯＮに対して、１，３，４，５，６，７＝ＯＦＦ）

2）RS-232Cケーブルの接続確認

RS-232Cケーブルがパソコンとマーク・カード・リーダにしっかりと接続されていること

を確認することは機器の動作を確実にするために大切なことであり、見落としがちなので
留意する必要がある。

Ｓ）パソコン側のＲＳ－２３２Ｃによる通信関係の設定事項

日本電気のＰＣ９８００シリーズの場合の設定方法を示す。

（１）本体のディップスイチの設定を確認する。

非同期モードに設定：

SW1の５番､６番がＯＦＦであることを確認する。（購入時はＯＦＦに設定されている。）
メモリスイッチの状態を変化可能にする：

SW2の５番を0Ｎにする。（購入時はＯＦＦに設定されている。）

(2)システムスイチに入っているユーティリティプログラムを使用してＲＳ－２３２Ｃの定数設定
を行う。

RUN，，menu”のコマンＦで起動できる。画面上「メモリスイチの設定」の次の画面

｢RＳ－２３２Ｃ（初期設定)」を選択し、その設定画面が出たら、次のように設定する。
Ｘパラメータ（無効）

通信方式（全二重）
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データ・ピット長（７ビット）

パリティチェック（使用しない）

ストップビット長（２ビット）

ボーレート（９６００）

メモリスイチはＳＳＷｌがＣ８でＳＳＷ２がゼの８にセットされる。

ＲＳ－２３２Ｃの動作確認

パーソナルコンピュータに装備されているRS-232Cの動作を確認するための最も簡単なも

のは、ループバックテストと呼ばれるものである。これは、ある１台のRS-232Cの送出端

子から送り出された送信信号を同一のRS-232C（すなわち自分自身）の別の受信端子で受

信することによってこの装置が正常に動作しているかどうかを確認するものである。その

ために、RS-232Cのコネクタ(JAE-DB-25P)を図２のようにしておく。

４）

懲鯵鯵騨鍾蟻！

瀞iijl，ｉｉｉ；馳弧孵郡唾楓騏孤洩可写 i篝liiiii篝ilii銭 仏

図２:RS-232Cの端子結線テスト

(TXD①とＲＸＤ②、RTS③とCTS④、ＤＳＲ⑤とＤＴＲ⑥)を短絡。ループバックテスト
は、適当な符号を送信し、確実にそれが受信されているかどうかを自分自身で確認するので、

別名、折り返しテストとも呼ばれている。一般にパーソナルコンピュータでは、RS-232C

の送信と受信が同一条件に初期設定されるので、どのよう初期設定をしてもかまわないわけ

である。（大半の機種では、何も最初に設定していなくても、デフォルトバリューと呼ぶ機
械により指定されたものに自動的に初期設定されるものが多い。また、これをスイッチに

より行っているものもある)。プログラムでは、符号(アスキー・コード、もしくはJISコー

ド)の００～FF(１６進数)までのテストを行うことにする。

ループバックテストプログラム

１０００，，＊***********************************************************＊

１０１０，ＬＯＯＰＢＡＣＫＴＥＳＴ

1020, 〈filename〉LBACKBAS

1O30，*************************************************************＊

１０４００PEN，，ＣＯＭ:，'ＡＳ＃１

１０５０ＦＯＲＩ＝＆ＨＯＴＯ＆ＨＦＦ

１０６０CNT=CNT+1:Ａ＝ＣＨＲ(1)
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1070PRINT＃1,Ａ;;PRIjVTA；

1080Ｂ＝IjVPUT(1,＃1）

1090１ＦＡ＜＞ＢＴＨＥＮＰＲＩＮＴＣＮＴ:ＧＯＴＯ１１３０

ＵＯＯＮＥＸＴＩ

ＵｌＯＰＲＩＮＴＣＮＴ；

1120ＧＯＴＯ１０５０

１１３０ＣＬＯＳＥ７ｌＬ１

１１４０ＥＮＤ

このプログラムは符号００からＦＦ(１６進数)までを文字変数Ａ$に入力し、それをRS-232C

へ文1080で送信し、文1090でＢ$へ受信している。もし、返信．－Ｆと受信コードが一致

しないときには、それまでに送、受信した回数を表示し、プログラムの実行を停止する。ま

た、文１１２０により、約256回ごとに送受信の回数を表示している。

３処理方法について

（１）動作テスト用の参考プログラム

ＭＣＲの連結されたパソコンでカードを一枚だけ読み込むための参考プログラムを次に示

す。パソコンとマーク・カード・リーダを接続した際に、支障なく通信出来るためにはポー

レート、転送ビットモードなどについてパソコン側ととマーク・カード・リーダ側の通信パ

ラメータの設定が一致しなければならない。以下に示すプログラムは、Ｃモードで８０欄

カード一枚を読み取ってパソコンのＣＲＴに表示するものである。

ＯＯＲＥＭ＊***＊Programfbrcardreader＊***＊

110ＲＥＭｆｂｒＰＣ－９８０１ｏｒＰＣ－８８０１

１２０ＤＩＭＡ$(80）

１３００PEN，,ＣＯＭ:Ｎ７３，，ＡＳ＃2

140PRINT＃2,CHR$(17);CHR$(13)；

ｌ６０ＦＯＲＩ＝ＯＴＯ１０ＮＥＸＴＩ

１７０ＰＲＩＮＴ＃2,CHR$(5);CHR$(13)；

190Ａ$=INPUT$(1,＃2）

２００１ＦＡ$i６，，０，，ＴＨＥＮ３００

２１０ＰＲＩＮＴ

２２０ＰＲＩＮＴ＃2,CHR$(16);CHR$(67);CHR$(13)；

230PRINT弁2,CHR$(56);CHR$(13)；

240ＦＯＲＩ＝１ＴＯ８０

２５０Ａ$(1)=INPUT$(3,＃2）
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２６０ＮＥＸＴＩ

270ＦＯＲI=ｌＴＯ８０ＰＲＩＮＴＡ$(1);，，;:NEXT

２８０ＣＬＯＳＥ:ＥＮＤ

３００ＰＲＩＮＴ，statuscode＝，;Ａ＄

３１０ＣＬＯＳＥ:ＥＮＤ

プログラムの各行の機能は以下に示す通りである。

１３０行目：RS-232CポートＯＰＥＮ

140行目：ＤＣＬＣＲを送る

１６０行目：`ＷＡＩＴ

170行目：ＥＮＱＣＲを送る

１９０行目：エラーコードを受け取る

220行目：DLE,ＣＰＲを送る

２３０行目：８０欄を指定する

240行目：データを受け取る

270行目：データを表示する

２８０行目：RS-232CポートのＣＬＯＳＥ

300行目：エラーコードを表示

(2)自動採点機能の概略

カードリーダSR-305Sに内蔵され採点機能の内容について記述すると、次のようになる。

ている採点機能は、３０問、又は５０問の標準解答カードを使用して入力された正答と配点を

記憶し、次に入力される各個人の解答カードの正誤の判定と採点とを行い、その結果を出力

する。これにより、ホストコンピューター側での処理は、マーク・カード・リーダからの採

点データを受け取り集計するだけの処理となる。

処理手順については、次のようになる。標準解答カードには３０問用と５０問用とが有るが、

解答欄の数が異なるのみで、他の内容は同じである。リーダーは３０問用と５０問用カード

を自動的に判別して処理する。この標準カードを次のフローチャートの手順で３種類の目

的に使い分ける。

(3)自動採点コマンドの意味は次の通りである。
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標準カードを

正解人力カードとしてリーダーに読み取らせる
0 ｡

正解入力コマンドＩＡＣＲ

番号欄に問題数をマークします
解答欄に正解をマーク.しま
チェック欄にｌ問の匪点を

す
マークします

リーダーが正解データを
正しく記憶したかヂュブクする

確璽コマンドＩＣＣＲ

楓準カードを

解答カードとＥＮＤカードとして
リーダーに暁み取らせるリーダーに暁み：

暁み取りコマ：
￣＿

リーダーから得）１
－－－－

採点コマンＩ霞鮒の最後にセントします
、９，８，７．６の４

箇所にマークをするとＥＮＤカードになります。
ＥＮＤカードかＥＮＤ

ＥＮＤカードを読むとデー 夕はすべて￣Ｅ‐

図３：カードの処理手順

リーダーから出力されるデータ(ASCIIコード)の意味

1．数字データ:マーク位置に対応する''０－９，，の数字、又は採点データ。

2．アルファベットデータ:マーク位置に対応する''0-9"の数字以外に出力される

特別の意味を持ったコードである。

Ａ：ノーマークの欄のデータとして出力される。

Ｂ：ダブノレマークの欄のデータとして出力される。

Ｃ：ＥＮＤカードを読んだ時データはすべてＥが出力される。

3.マークデータ:解答欄のマーク状態を知らせる。

各解答欄にマークが１ケずつ有る

解答欄にノーマークが有る

解答欄にダブルマークが有る

解答欄にノーマーク、ダブルマークが有る

●
●
●
●
●
●
●
●

（
恥
曲
叩
〉
〉
『
０
０
口
一
〈
叩
〃
《
一
一
ｍ
二
画
”
〉

4．エラーコード パソコン側はこのコードをカード１枚を送る度にチェックすることに
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よって、カードが正常に読み取られたかどうかを知ることが出来るので、プログラム

上で異常に対処するようにする。

カードが正常に送られた

コマンドエラー

ジャムエラー

タイミングエラー

カードエムプティー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

（
叩
皿
叩
〉
『
●
０
０
｜
（
叩
ク
ニ
】
●
加
扣
一
一
》
』
、
”
）

*注)パーソナルコンピューターとＳＲ３０５Ｓとの間での文字及び数字のやりとりは、すべてASCIIコー
ドで行われる。

４実行例

実際の講義で本システムを使用し、全１０問の演習問題を行った結果を示す。カードの番号欄は３ケ

タしか無い為に学籍番号ではなく、予め全53人の各生徒にわりあてた。この講義独自の生徒番号を使用

した(生徒番号表は問題用紙と共に配布)。

図４のフローチャートに従って処理を行う。まずRS-232Cのポートを送信可能状態にする。正解コマン

ド1ＡＰＲをパソコンからカード・リーダへ送り込む。エラー(例ＭＣＲが接続されていないか､正解デー

タがＭＣＲに無い場合)がなければ、正解解答をカードリーダより読み込む。次のエラー処理はデータ
問題数の確認を行っている。もし、問題数がＯ問であればエラー出力を行う。次に確認コマンド1ＯＣＲ

をＭＣＲに送り、正解出力を行う。それをディスプレイに出力する。また、正解カードを２枚読むこと

によって、正解カードのマークミスが無くなるようにする(データ処理(1))。

次に読み取りコマンド!、ＢＣＲを送る。ＭＣＲからエラー(解答カードが無い場合)が返ってこなければ、

得点データ受け取りコマンド!ＤｐＲを送り採点を行う。解答カードから読み取る内容は`学年，、`組，、`学

生番号，、‘得点'、`誤解答数Ｖチェックコード，、‘マーク情報，を読み込む(データ処理(2))。ＥＮＤカー

ドを読み取るとこの作業は終了する。

データ処理(3)の段階では、学生番号と得点を読み込み成績順ソートと学生番号順ソートを行う。それ
をディスプレイに表示するとともに、成績順、学生順について、それぞれ別々のシーケンシャルファイ

ルを作ることとする。この処理手順を図５のフローチャートに示す。
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パソコン カードリーダ

ＳＴＡＲＴ

RS-232C

ポートＯＰＥＮ ＰＯＷＥＲＯＩＩ

正解入力コマンド１Ａ,、 ￣

竺≦三霊エラー処理 エラーか
コマンド待ちＦ待ち

正薦データ受取り

カード-枚

読み取り

ドー枚

、,
確翌コマンＦ１Ｃ,ＣＲ

へ

５ミシ
ＹＥＳ

エラー処理

○

確認データ受取り
エラーコード

を出力する

コード

する
デヘタ処理（１）

読取りデータ

の出力

データ

醗取りコマンド川野 DＣＲ

エラー処理 エラーか

Ｎ○

得点データ受取り

ＩＤ,ＣＲ

得点デー

ＩＤ,ＣＲ

データ処理（２）

NQ／勘

Ⅲ
伯

二言鑿．

図４：プログラムのフローチャート
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エラーチェックとして、二重学生番号のチェック、学生番号誤記の入チェックおよび学生番号に対応

する名前の登録チェックをおこなう。エラー処理はエラーのあったカードのカード学籍番号を出力して

処理を中断させる。

C二二唾

二重学生番實号処皿

ＹＩ２Ｓ

エラー処理 二重学生番号

弓UBIﾐﾉ／
学生稀号‐データとの照合

成績順にＳＯＲＴ

学生.罷号と名前の照合

イ

シーケンシャル

ﾆﾆﾒ強／
席次順にＳＯＲＴ

難と'三稀、号と端前の照合

ディスプレイ

に表示

ポシーヶンシャﾙ

ﾆﾆﾒ丈！;／
終了

図５：データ処理（３）のフローチャート
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５まとめ

本稿ではマーク・カード・リーダを用いた自動採点システムの試みについて報告した。講義における

教育効果を上げる方策の一つとして担当教師が受講生に対して多くのテスト問題を課すこによって、よ

り一層の内容理解が促進できることは極めて重要である。このシステムが教師にとって多大な時間と労

力のかかるテストの採点を自動的に迅速かつ適切に処理されることになれば、マーク・カード・リーダ

による自動採点システムの提案は自動化によるつぎのようなメリットが期待できる。

（１）教師、学生の双方にとって、より迅速な採点結果がでる。

（２）個人の成績やクラスの平均点が処理直後に速やかに分かる。

（３）学力の向上がはかれる。

本研究ではテスト受験者の成績を学籍番号順に並べたり、成績順にソートしたりする成績一覧表の作

成や正解・不正解の箇所をｌとＯで出力表示する正誤表の作成が可能となっている。

今後の研究としては、次の項目の処理が考えられる。

個人成績表：一人づつ一覧表で出力。

成績一覧表（分野別得点付き）：カテゴリー別に採点結果を出力。

問題別選択肢別解答率表：設問毎にどの選択肢がいくつマークされたかを出力。

問題別正答率識別指数：設問の良し悪しを出力。高い正答率１１頂・問題別順。

分野別正答率表：カテゴリー別に全体での採点結果を出力。

得点度数分布：入力した点数きざみに、人数を適当なマークで表示。

綜合成績表：多数のテストを合わせて出力。番号11項や成績順。

欠席者一覧表：テストを受験してない学生の情報を出力。
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